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10/1 明治国際医療大学附属病院 外科・在宅診療部長の神山順先
生をお招きして、『南丹圏域における在宅医療の現状と課題』という
テーマでご講演いただき、同院リハビリテーションセンターの理学療
法士 永山智貴先生からは訪問リハの制度の仕組みと活動状況につい
てお話をいただきました。30名以上の地域医療・福祉関係者にご参加
いただき、様々なご意見をうかがうことができました。
当圏域での少ない資源を有効に活用していくためには、やはり施設・
関係者間での連携が必要であるとあらためて考えさせられました。

第2回 看護職・介護職リハビリテーション
ステップアップ研修

10/30 当院において『単なる「移動」だけにしない動作介
助とポジショニング』と題して、講話と動作介助等の実習を
行いました。コロナ禍でしばらく対面での実習ができなかっ
たのですが、約2年ぶりに開催させていただき、こちらも30
名以上の多くの方にご参加いただきました。

地域支援活動 亀岡市吉川町・馬路町

それぞれの自治会で講話・体操をさせていただきました。講話の内容は『健康寿命とフレイ
ル』。今や男性は4人にひとり、女性は2人にひとりの方が90歳を迎えます。医療や介護が必要
になってからもいかに健康に日々を過ごしていくか、運動の大切さを改めて知っていただけた
ことと思います。フレイルという言葉がもう一般化してきているなあと実感もしました。
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臥位でのポジショニングと寝返り・起き
上がり・移乗動作についての介助を紹介・
実技練習をしましたが、参加者の方々に熱
心に取り組んでいただいたこともあり、
少々時間が足りなかったため、来年度以降
の開催にあたっては、もう少し焦点を絞っ
て実施したいと考えております。

（神山先生講義スライド抜粋）



10/8 南丹保健所作成の『なんたん元気づくり体操』普及リーダー養成講座の講義を担当しまし
た。テーマは『いま話題のフレイル予防って何？で、健康長寿！』受講者24名には、運動継続の
意義を理解していただき、演習した元気づくり体操をひとつのツールとして、各団体やサロンで運
動を続けていただけることでしょう。この体操が色んな人に広く浸透して市民の皆さまが少しでも
健康にお過ごしいただけることを願っています。

第3回 看護職・介護職リハビリテーションステップアップ研修

11/27 森永乳業クリニコ梶巻管理栄養士・当院藤谷言語聴
覚士による研修会『高齢者の低栄養に対する栄養療法』を開催
しました。20名以上の多くのご参加があり、近頃問題になって
いるオーラルフレイルの基礎を学習していただき、低栄養に対
するアプローチについて管理栄養士の立場から教えていただき
ました。中鎖脂肪酸の有効性や、腸内環境とサルコペニア予防
の関係など最新の研究報告についてもご紹介いただきました。

亀岡市生活支援体制整備事業 委託事業

令和6年度 地域活動者交流会

12/13 亀岡市社会福祉協議会への支援活動と
して、地域活動者交流会のステージ発表を担当
しました。各自治体やサロンで使える運動とし
て、椅子に座ったまま行うリズム体操を紹介し
ました。音楽のリズムに合わせて、素早く手足
を動かすことで、筋力だけでなく、聴覚や認知
機能のトレーニングにもなります。参加者には
「身体が温まった。楽しかった」と言っていた
だきました。

〈今日のヨガポーズ＆編集者のひとり言〉
【戦士のポーズ2 virabhadrasana 2】
ヨガの代表的なポーズです。股関節が柔らかくないと意外に
難しいポーズです。
季刊誌を発行しようと思って、創刊号（9月）からはや3カ月。
「12月中に作らなきゃー」と勝手に自分で設定した仕事に追われました。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。

なんたん元気づくり体操 2024年度普及リーダー養成講座
＠サンガスタジアム会議室

質問 該当 非該当

自身の歯は，何本ありますか 0-19本 20本以上

半年前と比べて固いものが食
べにくくなりましたか

はい いいえ

お茶や汁物等でむせることが
ありますか

はい いいえ

口の渇きが気になりますか はい いいえ

普段の会話で，言葉をはっき
りと発音できないことがあり
ますか

はい いいえ

２項目以上に該当する場合、オーラルフレイルを疑う
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＊今回紹介させていただいた体操を始め、色々な運動をサロンなどで開催
できますので、ご希望があれば各地区の社協さんへお問い合わせください。
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